
   

算数科        本時の学習指導案（第 2 次案）       平成 30 年 8 月 31 日（金） 第２校時 

  3 年 2 組 授業者   

題材「長さ調べ 道のり」             

（１） 学習のねらい 

1000m を超える長さに出合った子どもたちが、m 単位で読んだり書いたりすることに難しさを感じ、

大きな長さを m から km に変換する活動を通して、km で表す便利さに気付き、km で長さを表すことが

できる。 

（２） 本時の学習材  

長野県の全長 

ｏ本学習材は、長野県の長さを km で表したものである。 

ｏ子どもたちは、1000m を超える長さを読んだり、書いたりする中で、大きな数を表すには m では不

便ということに気付くだろう。この意識を捉えたところで本学習材を提示する。 

（３） 学習の展開 

（４） 反省 
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１距離の予想を立

てる。 

 

 

 

 

 

 

・1000m を超える長

さの大きさに触れ

る。 

 

 

 

 

 

 

２ m から㎞に表す。 

・日本の全長 

・地球一周 

・○km○m の練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 振り返り 

・分かったこと、分

からなかったこ

とを書く。 

・25m 

・200m 

 

・1000m かな。 

・1 億 m かな 

 

 

 

 

・読みにくいなあ 

・書くのが大変だ。 

・時間がかかる。 

 

・km を使えばいいと思う 

 

 

・1km は 1000m だから… 

 

・2000m は 2km、10000m は 1000m

が 10 個で 10km、200000m は

1000ｍが 20 個だから、20 ㎞ 

 合わせて 212km。 

 

・予想は、5km! 

・2845000m、読みにくい。 

 

・2845km 

・4 億メートルは、大変。4 万ｋ

ｍの方が分かりやすい。 

 

 

・m を読むのは大変だけど、km

にしたら、分かりやすかった。 

・もっと練習したい。 
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5’ 

・プールの縦の長さ 

・校庭一周の長さ 

O 長野県の北から南は何メ

ートル？ 

・答えは（板書で）252…m

です。読んでみよう。 

・学習カードに m で書いて

みよう。 

O どうしたらいいかな。 

・km の意見が出たら、板書

してもらう。 

O どうやって考えたの。 

・解説を求める。または㎞

を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

O km は便利だね。 

・では、日本の長さは…m 

・声に出して読む 

O これを km で表そう。 

・口頭で答えを求める。 

・地球一周の長さ m を km で

表すと？ 

 

O○km○m も練習する。 

 

O 問題にチャレンジしよう 

o モニターに考え方を映す 

・振り返りを書こう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題  

    大きな長さを km で表そう  
 

長野県の全長 (km) 

 

 

・m から km への単位変

換ができるようになる。  

 

大きな長さを読んでみよう  

 

 

学習問題  

学習材  

評 価  



   

 

 

 

 

 

 

 

 

染色の際に必要なもの 

・羊毛 

・酸性染料 Landscapes Dyes 助剤不要のもの 

・カップ 

・台所用洗剤 

・ビニール袋 

・蒸し器 

 

※作業を行うテーブルや台が汚れやすいので、あらかじめビニールやラップを敷いておきましょう。また、

服が汚れてしまわないようにエプロンを着けておくことをおすすめします。 

※羊毛を蒸したり洗ったりしますので、台所に近い場所での作業がおすすめです。 

 

事前準備 

・ビニール袋に入れた羊毛…各班分 ビニール袋 

・お湯を沸かしてぬるま湯にしておく。やかん，（予め各班に配っておく？） 

・台所用洗剤 使うのは数滴 

・酸性染料を水に溶かす  各班にいきわたる分量 酸性染料，軽量カップ 

 

1．羊毛をビニール袋の中に入れます 

 

2．羊毛を入れたビニール袋に少量のぬるま湯と数滴の台所要洗剤を入れます 

台所洗剤を混ぜることで染料が浸透しやすくなります。 

泡立つほど入れる必要はありません。 

◇見本を見せる。 

 

3．ぬるま湯が羊毛全体に行き渡るように、ビニール袋の上から優しく押します 

このとき、ゴシゴシ擦ったりしないようにしましょう。 

◇見本を見せる、机間巡視により確認 

 

4．用意しておいた酸性染料を、羊毛の入ったビニール袋の中に入れます 

マルチ染めを行いたい場合は、2 色の染料溶液を別の場所に入れます。 

 

5．染料溶液が羊毛に行き渡るように、優しく揉んだり押したりします 

 

6．しっかりとビニール袋の口を閉じて、15 分蒸し器で蒸します 

 



   

◇ここまでを授業で（45 分） 

 後は業後？ 

7．火傷しないように気を付けながらビニール袋を蒸し器から出し、粗熱が取れるまで置いておく 

 

8．粗熱の取れた羊毛を優しく取り出して、優しく押し洗いする 

 

9．洗い終わった羊毛を軽く脱水機にかけるか、手で押して脱水する 

 

手で押すときに、ねじって絞らないようにしましょう 

 

10．羊毛が重ならないように干して乾かせば完成！ 

多少フェルト化して固まってしまっても、解せば十分羊毛フェルトに使えるようになります。 

 

 

☆めぐみちゃんとの思いでを表そう 

 




